
６年 理科

1. 単元名『生き物どうしのかかわり』

2. 本時の評価規準

生物と環境について追究する中で、生物と環境との関わりについて、より

妥当な考えをつくりだし、表現している。【思考・判断・表現】

3. 指導計画

学習活動 ICT 活用場面

導
入

・本時の課題、学習活動を確認する。

ほかの動物の食べ物を調べ，生き物の食べ物を通

したかかわりについて分かったことをまとめよ

う

A1

オクリンクのカー

ドを電子黒板に表

示し、記入の仕方を

説明する。

展
開

・４つの動物から１つの動物を選び、その動物の

食べ物のもとを調べる。

・友達の調べた結果と自分の調べた結果を比べ、

共通点を見つける。

C:どの動物も食べ物のもとは、植物になってい

る。

C：食べ物のもとが植物になるのは、植物は自分で

成長のための養分を作ることができるのに対し、

動物は自分で成長のための養分を作ることがで

きないという違いがあるから。

B2

インターネットで、

動物の食べ物のも

とを調べる。

C１

調べた結果をオク

リンクのカードで

提出する。友達のカ

ードと自分のカー

ドを見比べて共通

点を探し、２枚目の

カードに記入する。

終
末

学習のまとめをする。

4. 情報活用能力（情報活用能力体系表より）

使用するアプリ等 「オクリンク」

使用するアプリ等 「Google」「オクリンク」

動物の食べ物のもとをたどると、植物に行き着

く。植物は，日光に当たると，でんぷんをつくり，

それを使って成長する。しかし，動物は自分で養

分をつくることができないので，植物やほかの動

物を食べて，その中にふくまれる養分をとり入れ

る。

Ⅱ

思考力・

判断力・

表現力等

１ 問題解決・探求における情報を活用する力

② 新たな意味や価値を創造する力

情報の傾向と変化を捉え、類似点や規則性を見つけ

他との転用や応用を意識しながら問題に対する解決

策を考察する。

活用の流れ

① 学習に使うカードの型を作

っておき、提示しながら記入

方法を確認する。

活用の流れ

① インターネットで、動物の食

べ物のもとを調べる。

A1 教師による学習活動の説明

B2 インターネットによる調査

クロム活用シート

https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite
/
C1 発表や話し合い

児童のカード



② 自分の調べた結果と友達の

結果を比べ共通点を見つけ

る。

③ 共通点をカードにまとめる。

活用の効果

オクリンクを活用することで、クラス全員の調べた結果を chromebook で見て

自分の考えと比較することができた。クラス全員の調べた結果を自由に見ら

れたので、たくさんの結果を見ることができ、共通点を見つけることにつな

がっていた。

児童のカード


